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はじめに
N ewsweek 1993年6月14日号のスベシヤ/レ・レポートは，少なくとも
筆者にとって，非常に考えさせられる所の多い貴重なものであった。この
スペシヤル・レポート全体を通じての中心テーマは，地球規模競争
(globa1 competition)と技術変化 (technologicalchange)の2つである。本
稿では，まず，このスベシャル・レポートに盛り込まれた記事の簡単な紹
介(1)をした後に， global competitionとtechnologica1changeに焦点
を当てながら，今日の我々にとってこれらのものが何を意味するのか，を
考えてみることにしたい (n)。
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そして，最後に(盟)，このスペシャル・レポートから何らかの指針を
引き出し得るのかどうか，また，引き出し得るとするならば，どのような
指針を引き出し得るのか，を検討することとする。
I 記事の紹介
Newsweek 1993年6月14日号〔日本語版は， 1993年6月17日号〕のス
ペシヤル・レポートは12の記事によって構成されており，それは次の通り
である。尚，英語の記事名の後の( )内の表記は， 1日本語版」に於け
る当該記事の日本語題名を表わしており，これのないものは日本語版では
省略されている。また， C J内の数字は，各記事の英語版でのページ数
を表わしている。
1. Jobs (大失業時代がやって来る)C 3 J 
2. Knowledge Is Powerσ知識は力なり」が経済法則に)[2 ~ J 
3. Using Their Hands--And Stil Having to Think (製造現場も「頭」
で勝負)[引
4. Factories With Brains (なぜ強L、日本の製造業)C 2 J 
5.N恥陶M刷O抗吋拙t仕由h叫 叫 oBu叫叫叫t比山Li蹴蜘s杭ter山 rバ凶刈E乱M江1[0削
6. The Ruhr Vall拘y刷 th叫I[orαIバ T山 Oぱ，fTw加 oRuザ elts [1 去剖〕
7.D帥 Oぱft白heC 
8.The釘're'、sLife Outside the Corporate Cocoon (会社をクピになつてから
新しいL硝性が開け悦刊たω)[ほt却〕
9. The Birds of P悶 ge(技術のない移民はお断り)[1 ~J 
10. Send Out the B蹴 YeBreed [そJ
11. The Window Tribe (1失業率2.3%Jの嘘)c1 J 
12. We Have Been Here Before (これもいつか来た道)c1 J 
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I global competitionとtechnologicalchange 
1. 1940年代-1970年代と1990年代
第1記事(Jobs (大失業時代がやって来る)Jは，次のような書き出し
で始められている。
i20年以上にわたって，つまり， 1940年代後半から1970年代初頭にかけ
て，先進地域 (theindustrialized wor1d)は，高度成長と生産性向上の未
曾有の時代を謡歌したのであり，この時代には経済はフル稼働したので
ある。貿易は拡大し，所得は上昇し，生活水準は飛躍的に改善された。
ヨーロッパ，アメリカ，そして日本では，事実上，職を欲する者は皆職
を得ることができたのである。」
ところが，今日，状況は一変したのであり，西欧では2000万人以上の人
が職に就いておらず，失業率は11%にも達している。アメリカでも890万
人が失業中である。日本に於いてすら，失業率は漸増してきており，それ
は今日2.3%の水準に達しており， i終身雇用 (lifetimeemp1oyment)制」
の将来が危ぶまれている。かくして，第1記事では， i1990年代の経済的
・政治的・社会的課題は雇用である (theeconomic， political and social 
issue of the '90 is jobs)Jと規定されている。
こうした新状況を生み出すに到った最大の原因がglobalcompetitionと
techno1ogica1 changeだとL、うのである。今日の高失業率は，景気循環現
象によって説明し尽くされるものではなく， global competitionの圧力の
下での，先進国企業の生産性向上を求めての減量経営 (sl加 down)にこそ，
責めが負わされるべきである，とL、うわけである。そして，新技術が企業
に，その体質改善を可能にする条件を与えている。減量経営に成功した企
業の生産性は上昇し，利潤も増加する。しかし，企業の減量経営に向けて
の努力の中ではき出されてきた者に対して，十分な雇用を提供する程にま
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では，新しい職は作り出されておらず，このことが失業率の上昇につなが
っている，というのである。
2. global competitionと移民
global competitionは国際分業構造にも重大な影響を及ぼすに到ってし、
る。労働集約的製造業(1abor-intensivemanufacturing)はアジアやラテン
.アメリカの低賃金国へと移植されている。他方，高賃金と高福祉の放に，
労働費が相対的に高くなったヨーロッパ諸国で、は，新たな職の創出が遅れ
ている。第1記事の終りに近い部分で，近年に於けるアメリカ，日本，
ECでの雇用創出状況についての数値が示されている。それによると，
1973年以降，アメリカでは3000万以上の職が，日本では1100万の職がそれ
ぞれ創り 出されてきたのに対し，人口数で日米をはるかに上回るECに於
いてわずか1000万の職しか生み出されていないのである。これが意味する
のは， EC諸国に於ける高失業率と，世界経済に占める ECの比重の相対
的低下，ということになろう。
かくして， global competitionへの対応を誤る国は没落する，という結
論が得られることになる。
globa1izationの時代のいまひとつの重要問題は移民であろう。移民の問
題は第9記事 CTheBirds of Passage (技術のない移民はお断り)Jで取り
上げられている。
世界的な規模で見ると，労働者の移民はそれ程のものではなく，その数
は全労働者の 1%にも満たないものである。 19世紀の大移民時代に比べる
と，移民の相対的比重は小さいということになる。しかし，その絶対数で
いえば，外国に移住して働いている人間の数は空前の値に達している。人
々を移民へと駆り立てるのは，貧困や迫害からの脱出，成功の機会といっ
たものであり，こうした要因は基本的に昔と変っていないとはいえ， 1980 
年代後半以降，移民を誘発するような新たな条件も加わってきている。格
安航空券の出現，共産主義政権の崩壊，イラクのクウェート侵攻，東南ア
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ジアの経済的活況等がそれである。
これまでは，移住者の大多数が，技術を必要としない，或いはそれ程必
要としない職業 (unskilledor semiskilled jobs)に携わってきた。しかし，
今後は，移民受入れ国でも人材の不足しがちな，高度技術を必要とする職
種への外国人労働者の流入がふえてゆくであろう。そうなると，移民労働
者は，移民受入れ国の労働者の嫌う仕事に従事する最下層の部分と，高度
技術を身につけた上層部分に二極化してゆくことになりそうである。
前者，即ち，移民受入れ国の労働者が嫌うような仕事をする以外に手だ
てを持たぬ類の人々に対して，今後，門戸は閉ざされてゆくであろう。か
くして，第9記事は次の如き言葉で締めくくられている。
「世界の労働者に対するメッセージは明快である:価値ある技術を身に
つけよ，さもなくば国を出るな (leama valuable skill-or stay home)J 
3. technological change 
第2記事(KnowledgeIs Power (f知識は力なり」が経済法則に)Jは，
次のような書き出しで始められている。
「新しい時代が始まろうとしている。サービス経済 (theservice 
economy)，情報化時代 (theinformation age)，知識社会 (theknowledge 
society)ー どのような呼ひ苛をつかおうがあなたの自由である。問題は，
我々の仕事の形態に根本的な変化が起っている，ということである。」
次のような現象が顕著になってきている。
1.ものを作る (m北泊gthings)ことによって生計の資を稼いでいる人の
比率は，先進国では，著しく低下してきた。
2今日，アメリカ，西ヨーロツノ{，日本に於いて，号或いはそれ以上の
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人々がサーピス部門で働いている。
3.より多くの女性が労働市場に参入しつつある。
4.パートタイム労働者がふえている。
5.自営業者がふえている。
こうした動きの底流にある質的変化の方がより重要なのかもしれなし、。
情報と知識の持つ意味が益々大きくなりつつあるし，今後も大きくなって
ゆくであろう，というのがそれである。製造業部門であるとサービス部門
であるとを間わず，コンピュータを使いこなす能力 (computerliteracy)は
読み書きの能力と閉じくらい基礎的な要件となってゆくであろうし，情報
を活用しながら問題を解決してゆくとL寸能力の価値が増してゆくであろ
う。
第12記事 (WeHave Been Here Before (これもいつか来た道))も，同
じようなテーマを扱っている。そこで次のように述べられている。
「南北戦争に続く数十年間にわたって，若きアメリカは経済革命{卸
economic revolution)に乗り出したのであり，それは今日先進諸国が経
験しつつあるものに匹敵しうるものであった。アメリカは農業中心型経
済 (amainly farm economy)に終止符を打ち，工業経済 (anindustrial 
economy)に移行した。今日，豊かな国々は，工業経済から知識依存型
経済(knowledge-basedeconomies)への転換途上にある。このふたつの
移行過程の聞には顕著な類似性があり，幸いなことに，そこから得られ
る教訓は我々を勇気づけてくれるものである。」
アメリカ経済が農業中心型経済から工業経済へ移行してゆく過程に於い
て，様々な転議が生じた。 1890年代には，しばしば，失業率が2桁台に達
し，労働不安の嵐が吹き荒れた。農民暴動 (agricultura1uprisings)が起り，
雇主と労働組合間の争議も頻発した。外国人排斥 (xenophobia)の風潮も
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高まった。(これらの動きは，今日，先進諸国で起っている動きと非常に
よく似ている，と言うことができるだろう。)
しかしこうした変化によってアメリカは超大国への道を歩み始めたの
である，といっζ齢:第12記事から感じられる。それは次のような言葉で
締めくくられている。
「変化は人々を苦しめはしたが，我々は今その時代を資本主義の黄金時
代として振り返っている。今日，同様の過程が，新たな形態で展開され
つつあるのかもしれない。」
今日の混乱が新たな黄金時代の幕あけを意味するのかどうか，今の段階
では，誰にもわからないことであろうが，今日の激動の中で個人も企業も
変化することを迫られているのは明らかである。第7記事 CDeathof the 
Career (i生涯一仕事」時代の終駕)Jはこうした問題を取り扱っている。
この記事での最も重要な論点は次のことである。
一生同じ会社で働き続けられるなどということは勿論のこと，一生同ー
の職種 (thesame field)で働き続けられるということですら，益々期待し
難くなってきたので、ある。これは急激な技術変化の結果であり，ある特定
の技術が10年以上にわたって通用し続ける，ということがほとんどなくな
ってしまったからである。従って，将来競争を勝ち抜いて行けそうな人物
とは， i変化の速度を認識しつつ，あいまいな状況に耐えることができ
(tolerant of ambiguity)，しかも新技術の習得を心掛けているような人物」
である。つまり，個人には，不断に学び続ける姿勢が要請されている，と
言ってよいだろう。
こういった状況の下で、は，当然、，企業も新たな対応を迫られる。自社の
従業員を幸せな気持にさせると同時に，彼らの技術を高水準に維持し続け
ることに失敗する企業は，従業員の流出に苦しみ，やがて，淘汰されてし
まうであろう。こうしたことを防ぐためには，パートタイム労{動やフレツ
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クスタイム制 (flexibleworking hours)等の導入により従業員の要請に応
えると同時に，従業員に対する社内訓練制度 (in-housetraining)の整備に
取り組んでゆくことも必要になってくるであろう。
E 指 針
1.雇用
リカードは，その著『経済学およひ課税の原理』第3版に追加された「機
械について」という章(第31章)で，新しい機械の発明・導入は労働者に
有害であるかもしれない，という議論を展開している。
i¥，、ま私は，機械を人間労働に代用することは，労働者階級の利益にと
ってしばしばはなはだ有害である，と確信するにいたっている。」
つまり，新しい機械の導入が，労働者から職を奪い，そのことによって
労働者階級の生活水準が引き下げられる，とL、うわけである。但し，リカー
ドのこの「機械について」の議論は，彼の理論体系の中核部分に組み込ま
れているわけではない。それに対して，マルクスは，この議論を徹底的に
利用し，資本主義的生産過程の下で生み出されてくる失業者の大群〔彼は
これを「産業予備軍 (industrielleReservearmee)と命名している〕を，資
本主義体制崩壊のー契機として位置づける，という形で理論を組み立てて
いる。筆者は，マルクスのこの理論には重大な欠陥がある，と考えている。
それについては，拙著『市場機構と経済政策~ (晃洋書房，平成5年)の
第8章を参照されたL、。
さて，新しい機械の発明・導入と雇用の関係について，別の角度から迫
(1) Ric紅白，D.:The Wm先sandCorreゆ開d加ce01 David Ricardo edited by P. Sraffa 
with the co1aboration of M. H. Dobb， Cambridge， atthe University Press for the 
Roya1 Economic Society， 1951-1955， Vo1. 1，伽thePrincip加 01Political Ec，四四zy
and Taxation 19日，p.388.(堀経夫訳『経済学および課税の原理J]，雄松堂書底，
昭和47年， 446頁)。
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ってみよう。第4記事 (FactoriesWith Brains (なぜ強い日本の製造業)J
並びに第5記事 (Nothingto Do But Listen for MorlocksJが重要なヒント
を与えてくれているように見える。
第4記事に於けるキー概念は‘postindustrial'industria1 societyである。
その記事の書き出しは次のようになっている。
I postindustrical societyに一体何が起ったのか?この言葉が生み出さ
れてから20年以上たつのに， postindustria1 economiesであると目され
る日本やアメリカに於いて，製造業が生み出す富の比率はより大きくな
っているのであって， より小さくなっているのではない。 ヨーロツノfに
於いてだけ，製造業の重要性が(ほんの少しだけ)低下した。それでは，
なぜかくも多くの人が， 発展する経済に於いて非工業化 (dein-
dustria1ization)が進んでL、る， といった警告を発しているのか?なぜ、な
らぱ，彼らの国の製造業者達は，今では， より少ない労働力でより多く
を作り出し，低水準技術で間に合
う職種は海外に移植してきたからである。製造業が総生産量に占める比
奉2a舟長岳え， d主主品企占ある卓造業み止奉l2，3ニz;夫モも子;
;3モiEl去毛、も最多tろろゑi，oJ(傍点，吉津)
そしてより霞れた機械 (gismos)の，
つまり，製造業で雇用される人間の数は減少してきているにもかかわら
ず，製造業の生み出す富はふえ続けているというのは，製造業に於いて生
産性の上昇が続いている，ということに外ならないのである。製造業の最
先端部分に於いては， 肉体労働と頭脳労働の境界があいまいになり，生産
ラインはコンピューター化され，多数のロボットが配置される。もしこれ
が‘postindustria1'industrial societyの現実であるとすれば， I製造業は低
賃金の発展途上国へ移ってゆき，先進国の製造業は空洞化せざるを得なし、」
といった議論は少々怪しいものに見えてくる。
しかし，他方では，製造業に於ける雇用者数の減少は紛れもない事実で
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ある。そこで次に，第5記事に目を転ずることにしよう。この記事は次の
ような聞によって始められている。
「より少ない仕事，或いは，単により短い週当り労働時間並びにより早
L 、退職というのではなく，全く仕事が必要で、ない，ということになった
ら何が起るだろうか(Whatif there were really to be no more jobs)?J 
豊かな西側諸国では，社会秩序の完全な崩壊をもたらすことなしに 2
桁台の失業者を長期にわたって扶養し続け得る，ということが明らかにな
った。もし10%の失業者を扶養し得るのであれば， 25%では， 40%では，
或いは50%ではどうか?次の如き 3つの結論を引き出すことができるかも
しれない。
1.我々は失業者を食わしてゆける。
2.必要性のない仕事をする人々に対する補助金の存在によって初めて可
能になるような完全雇用を，我々は維持してゆくことはできない。
3.失業手当の方が，人工的な給料よりも安L、。
* * * 
ノ、ィテク産業が残れば，先進国は globalcompetitionに耐えて生き残れ
るであろう。そして，移民問題が解決されれば，即ち，大量の未熟練労働
者の流入を防ぎうるなら，先進国の住民が高い生活水準を享受し続けるこ
とも可能になるかもしれなし、。そうなると，国民の聞にいかに富を分配す
るか，が問題になる。これは圏内問題である。
2. 格差と教育
かくして，社会政策の出番となる。累進課税制度や社会保障制度を中核
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にした従来型の社会政策(即ち，所得再分配政策)は，今後も，重要な意
味を持ち続けるであろうが，それと並んで新たな視点も必要になってこよ
う。今後，知識の多寡に応じた新たな格差が重要性を増してゆくと思われ
る。これに対する対策が必要になってこよう。
第2記事がこうした問題を取り上げている。 113で・既に見たように，情
報と知識の持つ意味が益々大きくなりつつあるし，今後も大きくなってゆ
くであろう，というのが，そこでの中心テーマであった。
illlで、見たように，先進国に於いては，製造業部門での雇用者数は減っ
てきている。第1次部門，即ち，農林漁業部門での雇用者数はより一層減
少している。それに対して，第3次部門での雇用者数が急増している。し
かし，第3次部門といっても，それは様々な顔を持つもののようである。
一方に於いて，それ程の技術を必要とせず (low-skil1)，且つまた賃金も低
い職種が存在する。第2記事では，こうした職種を象徴するものとして，
「ハンパーガーを焼くだけの仕事{hamburger-flippingjobs)JとL、った概
念が提示されている。他方に於いて，高い報酬の約束された職種も存在す
る。投資金融業者(investmentbankers)やコンピューター・プログラマー
がそういったものの代表である。
こうなると，有産者 vs.無産者，高所得者 vs.低所得者，ホワイトカラー
vs. ブルーカラーといった対概念は，完全にその意義を失ってしまうとい
うことはないにしても，その重要性は大いに低下してゆくであろう。そし
て， i知識を持てる者 (have-knowledge) vs. 知識を持たざる者
{have-not-knowledge)JとL、う対立が，大きな意味を持ってきそうである。
所得再分配に焦点を合わせた，従来型の社会政策だけでは，こうした事態
に十分対応することができなし、かもしれない。現代は，教育に関しての新
たな考え方が要請されている時代なのかもしれない。
3. 人は学び続けられるか?
筆者は自由主義を信奉する者である。自由主義者の奉じる最大の徳とは
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何であるかというと，寛容がそれで、ある，と筆者は考える。他方，自由主
義者にとっての最大の頭痛の種(のひとつ)は，自由のニ面性に関わって
おり，人は強く自由を求める存在でありながら，状況によっては，自由か
ら逃避し，権威にすがろうとする傾向をも持っている，ということである。
こうした問題を論じた最も重要な著作のひとつが，ポパーの『自由社会の
哲学とその論敵』である。この書に於けるポパーの最も重要な主張は次の
3点に要約できる，と筆者は考えている。
1.人聞には自由を求める強い欲求が存在するが，状況によっては自由か
ら逃避して権威にすがろうとする傾向もある。この自由から逃避して
権威にすがろうとする傾向が全体主義の淵源である。
2.これまでの全体主義思想の最も強力な提唱者はプラトンとマルクスで
あった。彼らの思想は「閉じた社会(c1osedsociety)Jへの帰還願望を
反映したものであった。
3.全体主義思想を排し，自由とそれを可能にする「聞いた社会 (open
society)Jを実現することは必ずしも容易なことではなL、。
自由には責任が伴う，とはよく言われることである。しかし，もっと重
要なことは，自由な社会での人々の自由な行動はどのような帰結を生じさ
せるか，ということをあらかじめ予測するのは不可能だという点である。
自由社会と不確実性は不可分の関係にあるo
人聞は不断の変化，恒常的に不安定な状態に耐え得る存在なのであろう
か?不安定の度合と，不安定に対処するためのセーフティ・ネットの有無
・その性質とによって，人が自由と共に不安定・不確実な変化を受け入れ
るかどうか決ってくる，というのが筆者の見解である。
(2) Popper， K. R.: The 印enSoゆかandits Enemies， Routledge & Kegan Paul， Lon-
don 1945， 5th ed. 1966. (武田弘道訳『自由社会の哲学とその論敵J]，世界思想社，
昭和48年)。
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さて， I 3で， I将来競争を勝ち抜いて行けそうな人物とは， ~変化の速
度を認識しつつ，あいまいな状況に耐えることができ，しかも新技術の習
得を心掛けているような人物』であるJ，と述べておいた。しかし，人は
変化に適応しつつ，不断に学び続けられる存在なのであろうか?新しい状
況，新しいテクノロジーへの不断の適応は強いストレスを生じさせるに違
L 、f，t¥'、。
肉体的に苛酷な労働は，完全にではないとしても，その多くの部分が機
械の導入によって取り除かれてきた。(このプロセスが完全でないのは，
発展途上国からの移民労働者によって，先進国の人聞がやりたがらない危
険で苛酷な仕事が行われている，と L、う事実からも明らかである。)確か
に，先進国の住民は，苛酷な肉体労働から解放されつつあるが，新知識の
不断の獲得を強いられることによって，精神面での圧迫を受けている。
このような状況にどう対処してゆくか，は今後の重要な課題であろう。
